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研究成果の概要（和文）：本研究の目的はわが国およびアジア地域において在宅の重度身体障がい者（障がい
者）と家庭における主たる介護者（介護者）が共に健康および体力の維持をめざすプログラムを開発することで
あった．わが国では障がい者は平日の日中は通所施設で過ごし，介護者は自由に過ごしていた．一方，タイにお
いて車椅子ダンス講習会を受講した14組の障がい者はほとんど毎日家庭で生活していた．6組の家族は講習会後
も家庭で車椅子ダンスを継続していた．わが国では障害者の健康は身体活動を通して施設で維持することが可能
と考える．一方，タイでは定期的な車椅子ダンス講習会などを通して，家庭での継続を促していくことが有効で
あると考える．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop a program aimed at health and 
physical fitness for both individuals with severe motor illness and main caregivers at home in Japan
 and the Asian region. In Japan, the individuals with severe motor illness spent their days at 
daycare facilities on weekdays, and caregivers were released from the responsibility. On the other 
hand, 14 groups of individuals with severe motor illness who attended a wheelchair dance class in 
Thailand lived at home almost every day. Six families continued to dance in wheelchairs at home 
after the class. In Japan, it is thought to be possible to maintain the health and physical fitness 
of individuals with severe motor illness at facilities through physical activities. On the other 
hand, in Thailand, it would be effective to encourage the families to continue wheelchair dance at 
home through regular wheelchair dance classes.

研究分野： 整形外科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義：先行研究では家族が中途障害者になると主たる介護者の自由時間が減少するため握力は維持される
一方，持久力が低下する報告があった．本研究でも主たる介護者の加齢による握力の低下は認められなかった
が，外出が減少することはなく，持久力は維持されている可能性が高い．社会的意義：わが国では医療福祉的社
会資源の有効活用によって在宅重度身体障害者と主たる介護者の健康および体力維持のための効果的なプログラ
ム作成が可能であることが示された．一方，医療福祉的社会資源の乏しいアジア地域においては国際協力を通し
て在宅重度身体障害者と主たる介護者の健康および体力維持のための効果的なプログラム作成が可能である．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 1950〜1990 年代は脳性麻痺の脳に由来する機能形態障がいを治そうと試みる facilitation の

様々な手技が考案された 1)-5)．一方，機能形態障がいを受け入れ生活の資質を向上させるために

は持久力を向上させようという研究も盛んに行われた 6)-9)． 
一般に低身体活動は持久力を低下させるばかりではなく，重大な生活習慣病の引き金となり

得る 10)．2000 年代からは，脳性麻痺がある小児の機能形態障がいを facilitation によって治そう

とする潮流から，成人に移行した彼らの健康や体力へと研究の関心が移っていった 11)-25)． 
特に，Gross Motor Function Classification System (GMFCS)26)レベル IV および V の脳性麻痺

者は低身体活動による極度の安静状態を強いられている．しかし，本研究グループが初めて

GMFCS レベル V の脳性麻痺者の身体活動時の呼気ガス分析を行うまで，身体活動時のエネル

ギー消費や有酸素運動能についてほとんど研究されず，未開の分野として取り残されていた 27)-

33)． 
本研究グループによる本研究課題に先立つ先行研究課題(平成 26 年度科学研究費助成事業研

究課題名「重症心身障害者の健康体力向上を目指した組織的介入の試み」；期間：2014～2016 年

度)31) では， 医療型障害児入所施設(以下重症心身障害児者施設)に長期間入所する GMFCS26)

レベル V の脳性麻痺者に車いすダンスを 1 回 6～15 分間，週 3 回以上実施すると 3～6 か月で

有酸素運動能が向上する可能性を報告した 29)-33)． 
一方，在宅 GMFCS レベル IV および V の脳性麻痺者に目を向けると，仮に被介護者も介護者

も積極的に何もしなければ共に持久力は低下し，介護の質が劣化していくのは目に見えている．

一般に，トレーニングによって持久力が向上するためには運動種目や運動時間に関わらず，週 2
回以上の頻度で 3～6 カ月の期間を必要とする 9),34)．またコンディショニングによって持久力を

維持するためにも週 2 回以上の頻度で行わなければ効果は期待できない 9),34)．医療保険下で行

うリハビリテーションには頻度に制限があるため，トレーニングやコンディショニングを通院

で行うことは不可能である．従って，家族を単位とし，医療福祉的社会資源を活用した社会的介

入が必要であると考えた． 
２．研究の目的 

そこで本研究課題(平成 29 年度科学研究費助成事業研究課題名「家族単位を基盤とした最重度

身体障がい者の運動介入モデルと国際的アプローチ」；期間：2017～2020 年度)30)ではわが国と

アジア地域における在宅 GMFCS レベル IV および V の脳性麻痺者および主たる介護者が日常

生活で定期的に実施する身体活動によって共に有酸素運動能を維持向上させる介入プログラム

を開発することを目的とした． 
３．研究の方法 
3-1.わが国における在宅 GMFCS レベル IV および V の脳性麻痺者と主たる介護者の実態調査 
 伊豆医療福祉センター整形外科外来を受診した GMFCS レベル IV および V の脳性麻痺者の

家庭における主たる介護者 77 名を対象として，わが国における在宅で生活する GMFCS レベル

IV および V の脳性麻痺者の社会参加および身体活動に関連する調査を行った． 
 これら主たる介護者 77 名のうちリウマチに罹患するなどして握力が測定できない 4 名，およ

び人数が３名と少なかった男性を除いた 70 名について握力を測定した 35)．この 70 名について

は握力の縦断的調査および，新たに腰痛歴を調査するため追跡調査を行なった．65 名は 1 回目，

4 名は 2 回目の追跡調査を受けた． 
3-2.タイにおける在宅 GMFCS レベル IV および V の脳性麻痺者と主たる介護者の実態調査 



 タイにおける在宅 GMFCS レベル IV および V の脳性麻痺者と主たる介護者の実態調査はタ

イにおける車いすダンス講習キャンプと追跡調査 35)を通して行なった．2017 年 9 月 25～26 日，

バンコクにあるタイ障害児財団(FCD; Foundation for Children with Disabilities)において，アジ

ア車いす交流センター(WAFCA; Wheelchairs & Friendship Center of Asia)の協力を得て車いす

ダンス講習会のキャンプを行い，2018 年 2 月 19 日現地で追跡調査を行なった．  
４．研究成果 

4-1.わが国の状況 
 伊豆医療福祉センター整形外科外来を受診した GMFCS レベル IV および V の脳性麻痺者

は 77 名であった．これら 77 名全員が平日の日中施設に通所していることが明らかとなった．

家庭における主たる介護者は平日の日中は自由に過ごしていた．主たる介護者の握力は全て日

本人の握力の基準値内に収まった 36)．また，50 歳未満(n=36)と 50 歳以上(n=34)で差は認めら

れなかった 35)．1 回目の追跡調査で腰痛歴を調査した 65 名の結果では，腰痛歴がなかった人は

21 名，介護と関連がない腰痛があった人は 19 名，介護と関連がある腰痛があった人は 25 名で

あった． 
4-2.タイの状況 
車いすダンス講習会および追跡調査には GMFCS レベル IV および V の脳性麻痺者と家庭に

おける主たる介護者 14 組が参加した 37）．これら 14 組の脳性麻痺者は全員，家庭外に通所する

施設がなく，一日中家庭で過ごしていた．アンケートは 12 組から回収できた．6 組は車いすダ

ンスキャンプ後にも何らかの形で継続していることがわかった（図１）． 

 

図１．タイで開催した車いすダンス講習会 
5．考察 
  同じアジアの国でありながら，わが国とタイとでは，身体活動を通して在宅 GMFCS レベル

IV および V の脳性麻痺者と家庭における主たる介護者の有酸素運動能維持向上を目指す家族を

単位とした社会的介入モデルを考える上で，全く異なるアプローチが必要だと考えられる．これ

は活用できる医療福祉的社会資源の状況が日本とタイで異なるためであると考える．  
わが国で通所施設を利用している在宅の GMFCS レベル IV および V の脳性麻痺者は通所施

設で持久力を向上させる車いすダンスのような何らかの身体活動に参加できる機会をつくるこ

とが可能である．家庭における主たる介護者の握力結果を見る限り，筋力低下は示唆されなかっ

た．Poiter ら 38)は家族が中途障害者になると主たる介護者は介護に時間が大きくとられるため

外出が減少し，握力は保たれるものの持久力が低下すると報告した．本研究課題の家庭における

主たる介護者達は平日の日中は，被介護者が施設で過ごす間自由に過ごしており，おそらく持久

力の低下が避けられない状況にはないと考えられる．しかし，家庭における主たる介護者には介



護に避けられない身体的負担があり，介護と関連がある腰痛の発生は 65 名中 25 名に認められ

た．車いすダンス講習会時に腰痛体操などに参加してもらうなどして腰痛防止の対策を講じる

必要があると考える． 
わが国においては GMFCS レベル IV および V の脳性麻痺があってもかつてのような就学免

除にはならず，教育の場が保障されている．さらに，保育年齢においては保育施設への通園，18
歳以降は通所施設を利用できる． 
 タイでは，GMFCS レベル IV および V の脳性麻痺はおろか比較的軽度の障がいがあっても教

育は必ずしも保障されず，外出も自由にはできない．しかし，追跡調査から明らかなように，1
回のみの車いすダンス講習会によって車いすダンスが家庭に定着する可能性が高く，家庭にお

ける被介護者と介護者が一緒に行う身体活動の浸透に有効であると考えられる．追跡調査で明

らかになったが，車いすダンスは自分たちに適した独自のスタイルにアレンジされており，アジ

ア地域における Community Based Rehabilitation (CBR)の歴史と文化が影響していると考えら

れる 39)． 
5.結論 
在宅 GMFCS レベル IV および V の脳性麻痺者と家庭における主たる介護者の体力向上プログ

ラムの開発を試みた．わが国では GMFCS レベル IV および V の脳性麻痺者は日中通所する施

設があることから，施設を利用して身体活動に参加することが可能であると考えられた．主たる

介護者には日中自由に過ごす時間があるので，身体活動については個人の選択に任せることで

きるが，むしろ腰痛対策を打つ必要があると考えられた．一方，タイでは医療福祉的社会資源が

乏しいことから，国際協力によって車いすダンス講習会などを開催し，各家庭で GMFCS レベ

ル IV および V の脳性麻痺者と家庭における主たる介護者がともに車いすダンスなどを通した

身体活動に親しんでいく普及活動が有効であると考えられた． 
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常葉大学保健医療学部紀要 58-64

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 ４．巻
鈴木伸治 12

 １．著者名

 ２．論文標題  ５．発行年



2021年

2021年

2019年

2019年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
在宅重度脳性麻痺者と家庭における主たる介護者の有酸素運動能向上を目指す家族を単位とした社会的介
入モデル―第一報(わが国とタイにおける調査)

常葉大学保健医療学部紀要 7-14

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
鈴木伸治，里中綾子，寺田恭子 10

 １．著者名

10.1007/s11657-019-0641-y

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Derivation of a clinical prediction rule to determine fall risk in community-dwelling
individuals with knee osteoarthritis: a cross-sectional study

Archives of Osteoprosis 90-96

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Amano T, Suzuki N. 14

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Cross-validation of a screening tool to distinquish between fallers and non-fallers in
communigy-dwelling older adults with knee osteoarthritis

Archives of Physical Medicine and Rehabilitation 598-603

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Amano T, Tamari K, Suzuki N 102

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Validity of the skinfold equation using doubled skinfold thickness at triceps

Gazzetta Medica Italiana -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
kajii Y, Kinoshita H, Kobayashi M, Satonaka A, Suzuki N in press

 １．著者名



2020年

2020年

2018年

2018年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.7600/jpfsm.7.1

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Aerobic fitness and lifestyle with non-exercise physical activity in adults with cerebral palsy

Journal of Physical Fitness and Sports Medicine １－７

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Satonaka A, Suzuki N ７

 １．著者名

10.23736/S0393-3660.17.03569-0

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Nutritional aspects of a year-long wheelchair dance intervention in bedridden individuals with
severe cerebral palsy rated to GMFCS level V

Gazzetta Medica Italiana ３６０－３６６

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Terada K, Satonaka A, Wada M, Terada Y, Suzuki N １７７

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
第73回AACPDM(American Academy for Cerebral Palsy and Developmental Medicine)年次学術集会に出席
して

常葉大学保健医療学部紀要 29-33

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
鈴木伸治，里中綾子，松永直道 11

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
イラストで示す脳性麻痺の代表的病型における運動障害発現の機序

常葉大学保健医療学部紀要 9-15

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
鈴木伸治，里中綾子 11

 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.23736/S1973-9087.17.04486-0

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Training effects of wheelchair dance on aerobic fitness in bedridden individuals with severe
athetospastic cerebral palsy rated to GMFCS l;evel V

European Journal of Physical and Rehabilitation Medicine 744-750

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Terada K, Satonaka A, Terada Y, Suzuki N 53

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
国際交流：カリフォルニア州立大学チコ校訪問

常葉大学保健医療学部紀要 31-35

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
鈴木伸治，里中綾子，寺田泰人，寺田恭子 9

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
重度脳性麻痺者のエアロビックフィットネス―組織的介入から家族を単位とした社会的介入へ

常葉大学保健医療学部紀要 1-8

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
鈴木伸治，里中綾子，寺田恭子 9

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Minimal detectable change for motor function tests in patients with knee osteoarthritis

Progress in Rehabilitation Medicine 1-6

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Amano T, Suzuki N 3

 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
重度身体障がい児・者に対する身体活動の支援―医療型障がい児・者入所施設での車いすダンス体験後の
アンケート調査より

人文科学論集 108-112

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
寺田泰人，佐々木直美，寺田恭子，里中綾子，鈴木伸治 97

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
国際交流―カリフォルニア州立大学チコ校訪問

常葉大学保健医療学部紀要 31-35

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
鈴木伸治，里中綾子，寺田泰人，寺田恭子 9

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
重度脳性麻痺者のエアロビックフィットネス―組織的介入から家族を単位とした社会的介入へ

常葉大学保健医療学部紀要 1-8

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
鈴木伸治，里中綾子，寺田恭子 9

 １．著者名

10.7600/jpfsm.7.1

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Aerobic fitness and lifestyle with non-exercise physical activity in adults with cerebral palsy

Journal of Physical Fitness and Sports Medicine 1-7

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Satonaka A, Suzuki N 7

 １．著者名
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